
1

20072007年年33月期決算説明会月期決算説明会

20072007年年55月月1616日日

当資料の2003年3月期までの経営数値に関しては、旧帝人製機株式会社、旧株式会社ナブコの

単純合算値を用いています。

また、掲載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、掲載された将来の計画数値、施策
の実現を確約したり、保証したりするものではありません。
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損益概況損益概況 ((前期比前期比))

((単位：億円単位：億円)) 2006/32006/3 2007/32007/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 1,4741,474 1,6141,614 140140 9.5%9.5%

営 業 利 益営 業 利 益 148148 164164 1616 10.8%10.8%

営業外損益営業外損益 --33 44 77 －－

経 常 利 益経 常 利 益 144144 168168 2424 16.5%16.5%

特 別 損 益特 別 損 益 --11 --11 00 －－

税引前利益税引前利益 142142 166166 2424 16.8%16.8%

当期純利益当期純利益 8282 9797 1515 19.1%19.1%

一 株 当 た り一 株 当 た り
当 期 純 利 益当 期 純 利 益

64.0564.05円円 77.1077.10円円 13.0513.05円円 20.4%20.4%

一 株 当 た り一 株 当 た り
配 当 金配 当 金

1212円円 1414円円 22円円

売上高
新規鉄道車両投資の活発化、民間航空機業界の回復、
建設機械の旺盛な需要等の好環境により増収。
グループ会社の譲渡による減収26億円をカバー。

営業利益

売上の増による

コストダウン及び販売価格影響

製品保証費用

資材費の値上り

計

16億円

16億円

-11億円

-5億円

16億円

営業外損益

持分法投資利益の増加

金融収支の改善

計

5億円

2億円

7億円
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益推移売上・営業利益推移

2,026

1,548 7831,077 1,074

3,524
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5,099

5,770

3,542

3,9363,2853,2272,456

2,247
1,484

3,4542,177

5,493

3,266

14,828
16,427

6,025

8,345

11,287

9,7838,211

4,232

5,625

1,892
0

5,000

10,000

15,000

03年3月期 04年3月期 05年3月期 06年3月期 07年3月期

売上高売上高

精密機器精密機器
輸送用機器輸送用機器
航空・油圧機器航空・油圧機器
産業用機器産業用機器

グループ会社
の整理

約－80億円

グループ会社
の整理

約－23億円

グループ会社
の整理

約－3億円

2003年3月期は

帝人製機・ナブコの
単純合算値

当初予想 152,000百万円
中間期予想 159,000百万円
当期実績 161,444百万円

営業利益営業利益

当初予想 14,500百万円
中間期予想 16,000百万円
当期実績 16,427百万円

当期純利益当期純利益

当初予想 8,700百万円
中間期予想 9,300百万円
当期実績 9,783百万円

((百万円百万円))

((百万円百万円))
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精密機器事業精密機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●精密減速機

ロボット： ファナック ・ 安川電機 ・ KUKA (独) ・ ABB （スウェーデン) 
工作機械： オークマ ・ ヤマザキマザック ・森精機製作所

半導体製造装置： 東京エレクトロン

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/32006/3 2007/32007/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 34,24234,242 29,53229,532 --4,7104,710 --13.8%13.8%

営 業 利 益営 業 利 益 5,7705,770 3,5423,542 --2,2282,228 --38.6%38.6%

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 16.9%16.9% 12.0%12.0%

当初予想 30,400百万円
中間期予想 29,200百万円

売上高

当初予想 4,900百万円
中間期予想 3,800百万円

営業利益

産業用ロボット向け精密減速機が低調。産業用ロボット向け精密減速機が低調。
((自動車業界の設備投資調整期の影響自動車業界の設備投資調整期の影響))

工作機械向けは引き続き好調。工作機械向けは引き続き好調。

グループ会社譲渡による売上減少グループ会社譲渡による売上減少
約約2323億円。億円。

精密減速機の売上高減少、新工場立上精密減速機の売上高減少、新工場立上
費用、開発費の増加等により減益。費用、開発費の増加等により減益。
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輸送用機器事業輸送用機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●鉄道機器 ブレーキシステム ドア開閉装置

JR東日本 ・ JR東海 ・ JR西日本 ・ 川崎重工 ・ 日本車輌製造

●商用車用機器 エアブレーキ周辺機器

日野自動車 ・ いすゞ自動車 ・ 日産ディーゼル工業 ・ 三菱ふそうトラック・バス

●舶用機器 ディーゼルエンジン遠隔制御装置

川崎重工 ・三井造船 ・ 三菱重工 ・ MAN B&W (デンマーク)

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/32006/3 2007/32007/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 37,52437,524 45,72545,725 8,2018,201 21.9%21.9%

営 業 利 益営 業 利 益 3,5243,524 5,4935,493 1,9691,969 55.9%55.9%

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 9.4%9.4% 12.0%12.0%

当初予想 40,200百万円
中間期予想 44,600百万円

売上高

当初予想 3,400百万円
中間期予想 5,200百万円

営業利益

鉄道車両用機器は国内更新需要増加、鉄道車両用機器は国内更新需要増加、
中国大型プロジェクト向けも本格化し、中国大型プロジェクト向けも本格化し、
売上高増。売上高増。

商用車用ブレーキ装置は国内特需収束商用車用ブレーキ装置は国内特需収束
も、トラック輸出が増え、売上高前年並み。も、トラック輸出が増え、売上高前年並み。

舶用機器は新造船の世界需要堅調、舶用機器は新造船の世界需要堅調、
売上高増加。売上高増加。

鉄道車両用機器における増収、補修品鉄道車両用機器における増収、補修品
の増等により増益。の増等により増益。



8

航空・油圧機器事業航空・油圧機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●航空機器事業 フライトコントロールアクチュエーションシステム

ボーイング ・ 川崎重工業 ・ IHI ・ 三菱重工業 ・ 防衛省

●油圧機器事業

走行ユニット： コマツ ・ コベルコ建機 ・ 新キャタピラー三菱 ・ 住友建機 ・ ヤンマー建機

風力発電機用駆動装置： 三菱重工・他

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/32006/3 2007/32007/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 39,57139,571 50,00350,003 10,43210,432 26.4%26.4%

営 業 利 益営 業 利 益 2,2472,247 3,4543,454 1,2071,207 53.7%53.7%

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 5.7%5.7% 6.9%6.9%

当初予想 45,300百万円
中間期予想 49,100百万円

売上高

当初予想 2,500百万円
中間期予想 3,400百万円

営業利益

航空機器は民間航空機需要が回復、航空機器は民間航空機需要が回復、
売上高増。売上高増。

油圧機器は国内外建設機械需要が油圧機器は国内外建設機械需要が
堅調、特に中国市場の回復著しく増収。堅調、特に中国市場の回復著しく増収。

風力発電機用駆動装置も躍進。風力発電機用駆動装置も躍進。

中国建機市場関連が増益に貢献。中国建機市場関連が増益に貢献。



9

産業用機器事業産業用機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●自動ドア事業

各種建物用自動ドア：鹿島建設 ・ 大成建設 ・ 清水建設 ・ 竹中工務店 ・ 大林組 ・ トステム

プラットフォームドア： ゆりかもめ ・ 東京地下鉄

●包装機事業 食品充填包装機

味の素 ・ 日本ハム ・ 大塚食品 ・ ハウス食品 ・ 森永乳業 ・ ロッテ ・ Nestle (スイス)

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/32006/3 2007/32007/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 36,08836,088 36,18336,183 9595 0.3%0.3%

営 業 利 益営 業 利 益 3,2853,285 3,9363,936 651651 19.8%19.8%

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 9.1%9.1% 10.9%10.9%

当初予想 36,100百万円
中間期予想 36,100百万円

売上高

当初予想 3,700百万円
中間期予想 3,600百万円

営業利益

自動ドアは主力の汎用ドアが国内外で自動ドアは主力の汎用ドアが国内外で
シェアを拡大し、売上高増。シェアを拡大し、売上高増。

包装機は国内食品向けの減少を輸出が包装機は国内食品向けの減少を輸出が
カバーし微増。カバーし微増。

自動車業界向け等速ジョイント加工機は自動車業界向け等速ジョイント加工機は
設備投資調整期の影響を受け、減収。設備投資調整期の影響を受け、減収。

汎用自動ドアの販売増と選別受注により汎用自動ドアの販売増と選別受注により
収益性向上。収益性向上。
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B/SB/S概況概況

（単位：億円）（単位：億円） 2006/32006/3 2007/32007/3 差異差異 コメントコメント

1,4681,468
188188
433433
107

163163

37

419419

789789
191191
679679
3737

43.7%43.7%

（ 現 預 金 等 ）（ 現 預 金 等 ） 265265
163163
7676
3939

売上債権回転日数 102 -5 《参考》

棚卸資産回転日数 39 2 《参考》

1717

1616

7171
7777
9191
22

資 産資 産 1,6321,632

（ 売 上 債 権（ 売 上 債 権 ）） 472472 売上増による売上増による

（ 棚 卸 資 産 ）（ 棚 卸 資 産 ） 180180 売上増対応売上増対応

（ 有 形 固 定 資 産 ）（ 有 形 固 定 資 産 ） 436436 津工場増設等津工場増設等

負 債負 債 861861
（ 有 利 子 負 債 ）（ 有 利 子 負 債 ） 269269 転換社債の発行転換社債の発行

純 資 産純 資 産 771771
（ 少 数 株 主 持 分 ）（ 少 数 株 主 持 分 ） 4040
※※ 自己資本比率：自己資本比率： 44.8%44.8%
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キャッシュ・フロー＆有利子負債推移キャッシュ・フロー＆有利子負債推移
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設備投資額・研究開発費・減価償却費設備投資額・研究開発費・減価償却費

((百万円百万円)) 2006/32006/3 2007/32007/3 2008/32008/3計画計画

設備投資額設備投資額 4,4574,457 7,0377,037 8,1008,100

研究開発費研究開発費 3,6353,635 4,0234,023 4,3004,300

減価償却費減価償却費 4,5754,575 4,8964,896 5,3005,300

更新･
合理化

29%

増産
対応
56%

その他
8%

新製品
7%

精密
機器
44%

産業用
機器
7%

航空
・

油圧
機器
31%

輸送用
機器
14%

本社
4%

セグメント別設備投資額セグメント別設備投資額

7,0377,037
百万円百万円

目的別設備投資額目的別設備投資額

7,0377,037
百万円百万円
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損益見通し損益見通し

((単位：億円単位：億円)) 2007/32007/3 2008/32008/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 1,6141,614 1,6501,650 3535 2.2%2.2%

営 業 利 益営 業 利 益 164164 175175 1010 6.5%6.5%

経 常 利 益経 常 利 益 168168 180180 1111 6.7%6.7%

当期純利益当期純利益 9797 100100 22 2.2%2.2%

一 株 当 た り一 株 当 た り
配 当 金配 当 金 1414円円 1616円円((予予)) 22円円

売上高

自動車業界の設備投資回復、鉄道車両の堅調
な更新需要、建設機械の好調等の事業環境に
より増収。
グループ会社の譲渡による減26億円をカバー。

営業利益

売上の増による

コストダウン及び販売価格影響

販管費の増

計

16億円

9億円

-15億円

10億円
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36,183

50,003

37,00035,000

41,00053,000

40,000
46,00045,725

37,000
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4,600

2,700

2,900

6,800
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

2007/3実績 2008/3見通し (2008/3中計) 2015/3長期ビジョン

【営業利益･当期純利益】【営業利益･当期純利益】

（百万円）（百万円）

（百万円）（百万円）

当期純利益当期純利益

グループ会社
の整理

約－26億円

精密機器精密機器
輸送用機器輸送用機器
航空・油圧機器航空・油圧機器
産業用機器産業用機器

【売上高【売上高】】

33,000

220,000
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精密機器業績見通し精密機器業績見通し

プレーバックロボット国内生産台数推移
93,000

58,00057,18959,217
51,671

42,687

0

20000

40000

60000

80000

100000

2003 2004 2005 2006 2007 2014FY

台数

■ 経済産業省調査(実績)
■ 当社予測

（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 29,53229,532 31,00031,000 1,4681,468 5.0%5.0%
21.4%21.4%

自動車業界の設備投資活性化によ自動車業界の設備投資活性化によ
り産業用ロボット向け減速機が回復。り産業用ロボット向け減速機が回復。
工作機械向けも拡大。工作機械向けも拡大。

津工場増設進展。津工場増設進展。
営 業 利 益営 業 利 益 3,5423,542 4,3004,300 758758
営業利益率営業利益率 12.0%12.0% 13.9%13.9%

長期ビジョン長期ビジョン(2015(2015年年33月期月期))達成への施策：達成への施策：

■海外市場においても成長■海外市場においても成長 ■有望新製品の開発・上市■有望新製品の開発・上市
■新用途とシステム商品による拡販■新用途とシステム商品による拡販 ■生産性向上とリードタイムの短縮■生産性向上とリードタイムの短縮
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5,000t以上の2サイクル船世界建造隻数推移
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輸送用機器業績見通し輸送用機器業績見通し

世界電車製作両数推移

10,28310,657

9,267
8,6218,3787,665

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2,003 2004 2005 2006 2007 2014CY

両

その他

欧州

中国

日本

4t車以上のトラック販売台数推移

80

74
76 77

102
118

147

84105105100117

227
202207

182176
191

0

50

100

150

200

250

2003 2004 2005 2006 2007 2014FY

千台

輸出
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（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 45,72545,725 46,00046,000 275275 0.6%0.6%
1.9%1.9%

営業利益率営業利益率 12.0%12.0% 12.2%12.2%

鉄道機器は中国大型プロジェクト向鉄道機器は中国大型プロジェクト向
けの減少を国内更新需要がカバーけの減少を国内更新需要がカバー
し、前年並み売上高。し、前年並み売上高。

商用車用機器は補修品の減少によ商用車用機器は補修品の減少によ
り減収の見込み。り減収の見込み。

舶用機器は世界的造船需要拡大が舶用機器は世界的造船需要拡大が
持続し、増収。持続し、増収。

営 業 利 益営 業 利 益 5,4935,493 5,6005,600 107107

長期ビジョン長期ビジョン(2015(2015年年33月期月期))達成への施策：達成への施策：

■海外市場での成長■海外市場での成長 ■海外向け新商品の投入■海外向け新商品の投入
■生産性向上と直接費の低減■生産性向上と直接費の低減 ■高付加価値化の推進■高付加価値化の推進

図表：当社調査

実績 予測 実績 予測 実績 予測
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風力発電年間設置容量推移
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航空・油圧機器業績見通し航空・油圧機器業績見通し

（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 50,00350,003 53,00053,000 2,9972,997 6.0%6.0%
7.1%7.1%

航空機器は民間機向けが貢献し、航空機器は民間機向けが貢献し、
増収。増収。

油圧機器は建設機械の世界的な高油圧機器は建設機械の世界的な高
需要に支えられ増収。需要に支えられ増収。

風力発電機用駆動装置も拡大の風力発電機用駆動装置も拡大の
見通し。見通し。

営 業 利 益営 業 利 益 3,4543,454 3,7003,700 246246
営業利益率営業利益率 6.9%6.9% 7.0%7.0%

長期ビジョン長期ビジョン(2015(2015年年33月期月期))達成への施策：達成への施策：

■国内外航空機新機種向け製品の量産化と新規プログラムへの参加■国内外航空機新機種向け製品の量産化と新規プログラムへの参加
■アフターマーケットの強化、生産性の向上、直接費の低減■アフターマーケットの強化、生産性の向上、直接費の低減
■海外市場への積極展開■海外市場への積極展開
■風力発電機用駆動装置ビジネスの拡大■風力発電機用駆動装置ビジネスの拡大

油圧ショベル世界需要推移
206
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図表：当社調査
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産業用機器業績見通し産業用機器業績見通し

国内向け自動ドア生産台数推移
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■ 全国自動ドア協会調査
■ 当社予想

（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 36,18336,183 35,00035,000 --1,1831,183 --3.3%3.3%
--0.9%0.9%

営業利益率営業利益率 10.9%10.9% 11.1%11.1%

海外子会社の売却による売上高減海外子会社の売却による売上高減
約約2626億円。億円。

自動ドアのシェア維持。自動ドアのシェア維持。

プラットフォームドアは海外を主にプラットフォームドアは海外を主に
増加。増加。

包装機械は輸出が増加の見通し。包装機械は輸出が増加の見通し。

営 業 利 益営 業 利 益 3,9363,936 3,9003,900 --3636

長期ビジョン長期ビジョン(2015(2015年年33月期月期))達成への施策：達成への施策：

■国内市場でのシェアアップと米･中での拡販、サービス機能強化■国内市場でのシェアアップと米･中での拡販、サービス機能強化
■プラットフォームドアの国内外拡販■プラットフォームドアの国内外拡販
■包装機械の海外市場展開■包装機械の海外市場展開
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目標とする経営指標目標とする経営指標

20082008年年33月期見通し月期見通し 20082008年年33月期月期
≪中期経営計画最終年度≫≪中期経営計画最終年度≫

売上高売上高 1,6501,650億円億円

100100億円億円

13.0%13.0%
6.2%6.2%

223223億円億円(3(3ヵ年累計ヵ年累計))

0.290.29

当期純利益当期純利益

1,5501,550億円億円

9595億円億円

15%15%
8%8%

250250億円億円(3(3ヵ年累計ヵ年累計))

0.050.05

ROEROE
ROAROA
フリーフリーCFCF
D/ED/Eレシオレシオ

(2005(2005年年55月公表月公表))
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アジェンダアジェンダ

第一部第一部
I.   2007I.   2007年年33月期連結業績概況月期連結業績概況

II.  2008II.  2008年年33月期連結業績見通し月期連結業績見通し

III. III. 事前警告型敵対的買収防衛策の導入事前警告型敵対的買収防衛策の導入

第二部第二部
精密減速機の特徴とその市場展開精密減速機の特徴とその市場展開
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事前警告型敵対的買収防衛策の導入事前警告型敵対的買収防衛策の導入

差別化技術差別化技術

一流顧客との信頼関係一流顧客との信頼関係

特定分野での高いシェア特定分野での高いシェア

当社の企業価値当社の企業価値
企業価値の向上企業価値の向上

株主価値の向上株主価値の向上

企業価値向上のための施策企業価値向上のための施策

顧客との信頼関係の強化顧客との信頼関係の強化

差別化技術の深耕および差別化技術の深耕および
製品の高付加価値化製品の高付加価値化

サービス力と生産力強化によるサービス力と生産力強化による
高収益の追求高収益の追求

他分野への進出他分野への進出

買収防衛策導入の目的　＝　企業価値向上を毀損する買収者の排除買収防衛策導入の目的　＝　企業価値向上を毀損する買収者の排除

1. 1. 大規模買付者の企業価値向上策を十分検討するための時間を確保。大規模買付者の企業価値向上策を十分検討するための時間を確保。
　　 ((取締役会評価期間の確保取締役会評価期間の確保 6060営業日営業日))

2. 2. 株主の皆さまによる大規模買付目的と当社企業価値向上策の比較検討。株主の皆さまによる大規模買付目的と当社企業価値向上策の比較検討。

3. 3. 顧客・取引先への影響を最小限にとどめる。顧客・取引先への影響を最小限にとどめる。
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アジェンダアジェンダ

第一部第一部
I.   2007I.   2007年年33月期連結業績概況月期連結業績概況

II.  2008II.  2008年年33月期連結業績見通し月期連結業績見通し

III. III. 事前警告型敵対的買収防衛策の導入事前警告型敵対的買収防衛策の導入

第二部第二部
精密減速機の特徴とその市場展開精密減速機の特徴とその市場展開
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当社製品をよりご理解いただくために当社製品をよりご理解いただくために

精密減速機精密減速機

鉄道車両用機器鉄道車両用機器 商用車用機器商用車用機器 舶用機器舶用機器

航空機器航空機器 油圧機器油圧機器

自動ドア自動ドア

ナブテスコ主力ナブテスコ主力77事業事業 ((単体単体))
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ナブテスコ開発企画部

精密減速機の特徴と精密減速機の特徴と
その市場展開その市場展開
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精密機器セグメントの主要製品精密機器セグメントの主要製品

精密減速機

No.1No.1

NabtescoNabtesco

60%60%

OthersOthers

産業用ロボットの関節用途世界シェア約産業用ロボットの関節用途世界シェア約60%60%

工作機械工作機械 ATCATC駆動分野国内シェア約駆動分野国内シェア約60%60%NabtescoNabtesco

60%60%

OthersOthers

No.1No.1
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RVRV減速機　機構・構造の特徴減速機　機構・構造の特徴

①両持ち支持機構①両持ち支持機構

　剛性が高い　剛性が高い

②２段減速機構②２段減速機構

　　精密な回転
　減速比範囲が広い

③ピン歯車機構③ピン歯車機構

　過負荷に強い
　大減速が可能
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ＲＶ減速機のロボット関節への使用例ＲＶ減速機のロボット関節への使用例

旋回軸
重力軸

手首軸

ユーザー：ユーザー：
ロボットメーカーロボットメーカー （ファナック、安川、不二越、（ファナック、安川、不二越、 KUKAKUKA、、ABBABB・・・）・・・）
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ロボット用減速機のロードマップロボット用減速機のロードマップ

20062006年年 20072007年年 20102010年　年　––　　20142014年年

人によるセル生産人によるセル生産 加工・組立ロボットセル加工・組立ロボットセル

人人ととロボットの混成作業ロボットの混成作業

減速機減速機

自動車の自動車の
生産生産

システムシステム 革新ライン（ライン長革新ライン（ライン長1/2)1/2)

　　ロボットロボット
双腕ロボット・ヘビ型ロボット双腕ロボット・ヘビ型ロボット

設置面積の縮小　　　　知能化・協調作業設置面積の縮小　　　　知能化・協調作業

車輪自走双腕ロボット車輪自走双腕ロボット

高信頼性化高信頼性化

・手首軸用・手首軸用

・高出力密度・高出力密度

・偏平型・偏平型

・新型ｺﾝﾊﾟｸﾄ型・新型ｺﾝﾊﾟｸﾄ型

　　　　　　　　　　　　

・・新中空型新中空型

次世代型次世代型

(図：経済産業省資料より)
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RVRV減速機を応用した減速機を応用したFAFA用途への展開用途への展開

標準シリーズ標準シリーズ

中空シリーズ中空シリーズ

アクチュエーター化

AR,UP AR,UP シリーズシリーズ

GH GH シリーズシリーズ

出力回転高速化

RD RD シリーズシリーズ

取付簡易化

工作機械工作機械

割り出し割り出し

ポジショナーポジショナー

搬送搬送

適用用途適用用途
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半導体製造装置用途への展開半導体製造装置用途への展開

ｳｪﾊｰ移載装置 液晶移載装置 液晶ﾁｬﾝﾊﾞｰ蓋開閉装置 ｳｪﾊｰﾃｽﾄﾍｯﾄﾞ移動装置

半導体製造装置 FPD製造装置 半導体検査装置
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ロボット用途以外の市場別売上高ロボット用途以外の市場別売上高

輸出 欧米
14%輸出 アジア

3%

一般産業
機械
19%

中小ロボット
7%

工作機械
29%

半導体・液晶
装置
28%

売上総額：66億円(2006(2006年度年度))
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精密減速機事業の成長戦略精密減速機事業の成長戦略

市場

技術　（メカトロ、高精度化・・・）

ロボット・FA市場

　
　 ・RV減速機

　

　・AR（ｻｰﾎﾞｱｸﾁｭｴｰﾀ）

減速機技術
深耕

工作機械・

　　FA市場

　

半導体・

　 FA市場　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｱｸﾁｭｴｰﾀ
システムユニット化

　新市場

複合化

新技術（新商品）による用途拡大　
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